
令和８年度上賀茂小学校教育構想図 
【学校教育目標】 
 
 
 

全ての子どもが安心して自分らしさを発揮し、自分の可能性を追求できる学級、学校 

【めざす子ども像】自律・受容・自己肯定 

 
 
  

                               
 
【つけたい資質・能力】     自己理解と自己実現をめざして！ 
 
 
 
 

様々な教育活動で６つの場をつくり、自分で自分のことを決めて行う経験を積み重ねる 

 

 

 
 
                  知・徳・体の一体とした取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    
 
 

【めざす教職員像】 
    ・子どもをほめて導く教職員  ・支え合い助け合える教職員  ・自らを高める教職員 

人権教育の推進 

健康教育の推進 
体力向上 

学年会の充実 
交換授業の推進 

教科担任制の推進 

考え進んでする子 

思考・判断 

主体性・計画性 

  社会性 

やさしい子 

思いやり 

人権意識 

実践力 

自分を好きな子 

自己肯定感 

自己有用感 

  自己理解 

架け橋の推進 
小中連携 

自己指導能力の獲得 

地域の人・もの・ 
ことの積極活用 

学校運営協議会 

歴史と伝統

のある自然

豊かな地域 

社会に開かれた教育課程 

ユネスコス

クール 
赤十字 

協力的な 
地域・ 
保護者の

方々 

教育委員

会や 
他機関と

の連携 

自己存在感の感受 

９つの主な取組 

自己決定の場の提供 

共感的な人間関係の育成 

安心・安全な風土の醸成 

目標を設定する場 

計画する場 

対話・協働する場 

振り返る場 

実行する場 

課題を発見する場 

生徒指導の充実 
不登校対策の推進 

 

自ら考え行動し 共に学ぶ 子どもの育成 

～喜んで登校 満足して下校～ 

行事・特別活動の充実

ピアサポートの充実 

研究の推進 
授業改善 

総合育成支援教育

の充実 


